




































































































































































































































書院は、 3 年制時代は全校学生 250 ～ 300 名ほど
と規模がさほど大きくなかったということもあり





























お必っかr»,Lは日本 YMCA 同盟主事大塚素、その次は 1917
年 4 月に同名誉主事ガレン・フイッシャーと京都

















ジェームス・カーテイス・ヘボン (James Curtis 





















































































































































んけれども、中国語で、は「Sh回g yueh泊 Da xue 」


































































































































































































































































































これが 1901 年から 1904 年までの記錦に残って
いる聖書研究会の参加者数です（表①ハンドアウ
ト 2 頁）。 1901 年創立と同時に 36 名が参加してい
表① 全校学生数に対する聖書研究会参加者数
年度（西暦／明治） I rno1134 I 1so21的9閃／36119附7
聖書研究会参加者｜ 36 1 25 125~ 40175 ~ 91 
在校生数 I 7町60 I 17引 3612仰osl抑制
（＊入学者数／牢業者数）
ます。第 l 期生は入学時は 79 名、卒業時には 60
名いましたから、その中の 36 名つまり半数ぐら
いが聖書研究会に参加していたのです。翌年は
少々減りますが、 1903 年、 1904 年になると、全






















































である 1901 年 8 月の上海 YMCA 総主事ロパー
ト・ E .ルイスのレポートと、 1903 年の上海
YMCA 総主事代理ウイラード・ライアンのレポー
トです。左側の写真（写真 14.1）が 1901 年のロパー
ト・ E ・ルイスの報告書の 1 頁目です。右側（写
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1903 年 9 月のライアンのレポートをみてみま










































































































































































































































































割合が 1925 年 39.8%、 26 年 51 %、 27 年 52%、


















年度（西暦／元号） 1919/8 1920/9 1921/10 1922/11 1923/12 
総収入 319,109.45 798,461.24 793,842.77 
①東亜同文会経常収入 316,566.86 402,096.87 512,653.32 582,824.11 562,327.32 
②開会経常収入内補助金 116,960.00 124,010.00 171,533.00 179,533.00 182,726.00 
③開会経常収入内東亜同文書院経常収入 233,034.27 401,427.16 438,805.37 385,412.44 
④同会経常収入内東E同文書院向け補助金 65,960.00 115,960.00 115,960.00 115,960.00 
⑤同会経常収入に対する補助金割合（②÷①） 37'lも 30.8% 33.5% 30.8% 33.5 
⑥開会経常収入に対する東亜悶文収入割合 58% 78.3% 75.3% 69% ((÷() 
⑦閉会経常収入内補助金に対する東亜同文書 53.2% 67.6% 64.6% 63.5% 院補助金の割合（④÷②）
年度（西暦／元号） 1924/13 1925/14 1926/15 ・ 1 1927/2 1928/3 
総収入
①東亜同文会経常収入 606,310.29 602,459.54 623,472.20 611,456.88 690,945.60 
②同会経常収入内補助金 179,000.00 240,000.00 319,000.00 319,000.00 319,000.00 
③閉会経常収入内東E同文書院経常収入 455,554.70 435,260.00 466,559.39 465,670.47 505,638.00 
④同会経常収入内東亙同文書院向け補助金 110,000.00 153,000.00 192,000.00 192,000.00 192,000.00 
⑤開会経常収入に対する補助金割合（②÷①） 29.5% 39.8% 51.2% 52.2% 46.2% 
⑥同会経常収入に対する東亜同文収入割合 75.1% 72.3% 74.8% 76.2% 73.2% ((÷() 








































































































































































































































25 ~ 40 
243/208 
1904/37 
75 ~ 91 
248/208 
北米YMCA 同盟報告書に記録されている東E同文書院聖書研究会とは？
O上海 YMCA 総主事ロパート・ E ・ルイス報告 (1901.8）資料①．
→ 45 名を 2 クラス， 3 名が洗礼，校舎に隣接する聖書研究会棟．
0上海 YMCA 総主事代理 D ・ウイラード・ライアン報告（1903.9.30）資料②．


































表③対支文化事業特別会計法成立前後の東亙同文会友ぴ東亙同文書院の経常収入と政府補助金の割合 （単位；円） 10 
年度（西暦／元号） 1919/8 1920/9 1921/10 1922/11 1923/12 
総収入 319.109.45 7弼.461.24 793,842.77 
①東亜悶文会経常収入 316.日6.86 402.096.87 512;伍3.32 582,824.11 日，2.327.泣
②閥会経常収入内補助金 116.9印．∞ 124.010.00 171.日3.00 179.533.00 182.726.00 
③閉会経常収入内東盛岡文議院経常収入 一 お3.03427 401.427.16 438却5.37 お5,412.44
④同会経常収入内東班｜司文欝院向け補助金 ー 65.射訓0.00 115,960.00 115,960.00 115，例狗．∞
⑤問会経常収入に対する締助金割合（②÷①） 37% 30.8% 33.5% 却.8% 33.5% 
＠同会経常収入に対する来盛岡文書院経常収入割合（＠÷(D) 一 58% 78.3% 75.3% 69% 
⑦開会経常収入内補助金に対する東亜｜司文書院補助金の割合（＠÷②） 一 53.2% 67.6% 制.6% 63.5% 
年度（磁暦ノ〆元号｝ 1924/13 1925/14 1926/15 ・ 1 1927i2 1928/3 
総収入 一 一 一 一 一
①東亜同文会経常収入 印6.310.29 的2.459.54 623,472.20 611,456.田 690.倒5.60
②開会経常収入内補助金 179,000.00 240.000.00 319瓜l0.00 319，α）（）.00 319，叩0.00
③開会経常収入内東亜同文書院経常収入 455.554.70 435.21伺.00 4回，559.39 465,670.47 505，日8.00
＠同会経常収入内東亜同文帯院向け補助金 110.αl0.00 時3.000.00 192，α>0.00 192，αlO.仰 192.000.00 
⑤開会経常収入に対する補助金割合（②÷①） 29.5% 39.8% 51.2% 522% 46.2% 
⑥同会経常収入に対する東亜同文書院経常収入割合（③？①） 75.1% 72.3% 74.8% 762% 73.2% 






資料①上海YMCA 総主事ロパート・ E ・ルイス報告（1901.8)
The enterprise of the Japanese in China is very marked. They have a government college here of one hundred 
Japanese students who are fitting to be interpreters in consular or business ofices. We are teaching 80 of these 
students in daily English classes. and I have two weekly Bible classes with 45 members among graduates and 
undergraduates of this and other Japanese college. As the Bible may not be taught in the class-rooms of the 
college, we have rented a three-roomed tile roofed house just opposite the college buildings for a Japanese 
Association House. Could you look in on Sunday morning you would see from thirty to forty men siting, Japanese 
style, on the matted flor and studying the Gospel of Mark with the American teacher. also sitting on a mat, in the 
midst of then. The litle house is being fitted up for Association purposes, with the class-room on the left seating 
(on the flor) fifty students, with a reception room in the center and a reading-room on the right. Three of the class 
砲を baptizedChristians. two mo陀 d白岡 tobe: but “more study and t白血g” wぉ myreply ω出is r珂uest11.
中国での日本人の事業は注目すべきものです．かれらには領事館や企業の通訳になるべき 100 人の学生を擁する
政府系の学校〔東亜同文書院〕があります．わたしたちは毎日英語の授業でこの 00 名を教え，この卒業生と在学
生や他の日本の学校の中から 45 名が参加する週一回の聖書研究会を 2 クラスもっています．聖書を学校の教室で
教えることは禁じられているので，学校向かいに 3 室あるタイル茸きの建物を借りました．沼曜の朝には 30 名か
ら 40 名が，日本式に．床の敷物に直に座り，その真ん中に座るアメリカ人教師とマルコの福音を学んでいます．
そのささやかな建物は組織の包的にふさわしいもので，左側は（床に直に座って）団名が座る聖書研究会のもの，
中央に応接室，右側に勉強部屋があります．聖書研究会に参加した3 名はキリスト教の洗礼をうけ， 2 名がさらに
洗礼を希望したのですが，わたしはさらに学ひ予櫛をうけなさいとこたえました．
資事｝②上海 YMCA 総主事代理 D ・ウィラード・ライアン報告（1903.9.30).
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Not the least interesting. I trust not the least fruitful work which I have been able to do in the line of Bible 
teaching during the year. was the class in the Japanese Commercial College in Shanghai. This class averaged 
between thirty and forty in attendance and was conducted in English. I 自nd the Japanese students much more 
philosophical in their turn of mind than the Chinese Students. Many most interesting questions were asked in the 
clas. Some of then were put in writing, and handed to me in advance. The following exract [extract ] willindicate 
the nature of these questions: 
“ Will you kindly answer th巴 following question please. I have heard that our Father in Heaven is omniscent 
[ omniscient ]. almighty, and benevolent. But we see that there take place frequently in the world. earthquake. 
flood, thunder, the eruption of volcane [ volcano], etc. If God has no force to make calm from these disasters. he 
is not omni開館ntIf God did not fm世間W出at 由民捻 ma位四位e plaほ Heis notα四liscent 〔omniscient〕 .How
do you think, Sir. Please answer it ” 12 
興味深しまたわたしが信じているのは上海の日本の商業学校〔東亜同文骨院〕で一年間に渡る有意義な聖書教









「同じ経験から」『／Jg友J (17), 1921.11. 
「北京大会の意義J n雇友j (lg), 1922.7. 
「公人私人」『上海J (523）春申社， 1923.3.12.
「ヱルサレムにて」日本基督教青年会同盟 f開拓者1 18 (5), 1923.5. 
「渡欧の途－仁より」 I福友J (21), 1923.8. 
「西本氏経営週報『上海j を推奨すJ n;g友j (21), 1923.8. 
「公人私人J r上海』（549), 1923.9.10. 
「一人一言」 n庖友』（23), 1924.l. 
「書院の反省時代J nng友J (24), 1924.4. 
「改新時代の書l涜j 『i雇友J (25), 1924.7. 
「遠藤保雄君を憶ふてJ n雇友J (25), 1924.7. 
「同窓と書院新興の気運J rn1友J (26) , 1924.11. 
「同窓会員としてJ r橿友J (27) , 1925.3. 
「中国に於ける経済的非協同」東亜同文会調査編纂部 f支那j 16 (8), 1925.8. 
「同窓会員として」『櫨友j (28), 1925.8. 
「鳩々錦子戸籍調べJ 『iffi!友J (28), 1925.8. 
東亜同文書院教職員総代坂本義孝「弔辞」「書院近状故手塚教授の追悼法会J Hi友J (29), 1926.2. 
東亜同文書院櫨友同窓会総代坂本義孝「弔辞J 「真島教授逝去」 n雇友J (29), 1926.2. 
「東西南北集漫言漫録J ma友J (29), 1926.2. 
「五JII·事件と米支両国の関係J r支那1 17 (8), 1926.8. 
「護憲社の性質と事業J 東亜同文書院研究部『支那研究J 7 (2) (11), 1926.9. 
「支那に於ける教育権回収の観測J r支那研究J 8 (2) (14), 1927.7. 
「英雄出現と馬上統一は果して夢なる乎J r上海j (768), 1928.2.21. 
「外人の観たる支那J 日華学会『日華学報J (7), 1928.12. 
「支！J[Sの命運を傍観すべきかJ r支那J 21 (2), 1930.2. 
「青年会は何をしているのか」上海日本人基督教青年会『上海青年J 15 (7）発行人古屋孫次郎， 1930.7.
「上海の将来」 f支那研究J 9 (3) (18), 1930.12. 
「中日親和の要諦」『日華学報J (12). 1930. 
「満洲問題と日支共存共栄J I上海J (899）上海雑誌社， 1933.5.5.
「対支外交の要諦」『上海J (908), 1933.10.1. 
「非常時と我が外交政策J r上海J (913), 1934.1.1. 
「門下生の霞山公想い出」『支那J 25 (2), 1934.2. 
「満洲固に対し大国的寛度を持てよ」 f上海J (921) 1934.5. 
「支那の安全保障に就いてj f上海J (929), 1934.10.1 
「支到rsの安全保障に就いて（下） J f上海J (932), 1934.11.20. 
「日華両国提携に関する基本条件」 f上海J (940), 1935.4五
「対日態度に閲する支那言論界の趨向J r上海J (940), 1935.4.5. 
坂本義孝（訳） r支部の対日言論；一、密朝J氏評Z命報：二、中国評論週報：三、民国週刊」『上海J (941), 1935.5.1. 
「i替行式排日を根絶し得るや」 I支那J 26 (8) , 1935.8. 
掘友同窓会総代坂本義孝代読「掘友同窓会の祭詞J 「靖亜神社鎖座祭式典」『支那J 26 (12), 1935.12. 
「根津先生十三回忌法要並に追悼晩餐及座談会j I支那J 30 (3), 1939.3. 
「興亜政策の難易弁J r支！ISJ 30 (5), 1939.5. 
「時局収拾に閲する示唆J I支那J 30 (12), 1939.12. 
137 








えいζ う4 坂本義孝 (1884-1946) .福島県生まれ．営口税関勤務を経てアメリカで 15 年間生活し，荷カリフォルニア大学東洋科教授を
つとめた．国際政治学・平和学者坂本義和（東大名答教授・国際基督教大学平和研究所顧問）は次男．
5 聖約翰大学. 1879-1952. 上海にあったアメリカ聖公会系の大学．戦前における中国を代表する名門校．
6 聖書研究会参加者数は，池田鮮『曇り日の虹上海日本人 YMCA40 年史J （上海日本人 YMCA40 年史刊行会 1995. pp.9・10)
及び後掲資料<IXIDにもとづく．入学者数は佐々木享「東亜問文書院入学者の群像J （愛知大学東亜同文書院大学記念センター
編『同文書院記念報』 VOL.11, 2003, p.10）に，卒業者数は『東亜同文書院大学史J （溜友会， 1982, p.84）にもとづく．
7 神愛館．イギリス人ミス・スミス主催の上海に住む日本人キリスト教信者のための教会．
8 坂本義孝「改新時代の書院J r糧友』（25), 1924, p.18. 
9 坂本義孝「書院の反省時代J f温友J (24), 1924, p.11. 
10 『東亜同文会関係雑件j 第一～六巻， f束盛岡文会関係雑件／；補助関係』第一～三巻（外務省外交史料館所蔵）をもとに作成．
1920・1926, 1928 分は各年次決算書の値. 1919 分は 1920 年分予算書内記述， 1927 分は予算舎の値．
11 Robert E Lewis “Report Letter Devel.叩ment in 品anghai" Shanghai: The International Committee of YMCA.1901. 
University of Minnesota Libraries Kautz Family YMCA Archives. 〔〕内被記，訳は引用者．
12 D. Willard Lyon,“ Report of及附加rdLyon for the Year Ending September 3a I段73" Shanghai: Shanghai YMCA,1903. 











1877 倶i章一（ 17）隠事救噂凶入間 西南のllt明治 JO
1878 荒I量制 09）陸軍教噂聞入団明治 II
1879 根滞（ 19）士官学校入学｛隆士l日 4 期｝ エジソン電灯発明明治 12





l腿3 歳馬（24）熊本鎖台で御錨務文（24）と交流 11 鹿鳴館開館明治 16 7 IU:lt (23）士官学校卒業
l鎚4 5.15 福島県岩綾部内郷村小島｛現いわき市｝明治 17 情仏成争（～ 1885)
党総 10 に生まれる
I!賂5 競馬（26）告書謀本飾文邪線勤務
明治 18 2根tit (25）隣!]t大学校入学
光緒 11 4 近衛鱗腿欧州留学｛～ 1890.9) (I) 
1886 4 隙軍将校託1吾（27）誕口楽普蛍設立 1 帝国大学令公布明治 19 根津（26）メツケルと対立し錨旨.ill学 4 日本、師範学校、小学校．中光緒 12 (2) 学校令公布
188才
明治 20
光緒 13 (3) 
l飽S
明治 21 日本郵紛上海支店開段
光緒 14 (4) 
1889 
宣教師エドワード・エパシス｛米国） 2大日本帝国憲法発布
明治 22 2 観津（29）参謀本郷鋤務 上海共同組界虹口で邦人に伝道開始在 5-6 田岡鎚雲．上海東文学社線
光緒 15 4 荒尾（30）婦問. I：量耳E退役 留邦人侶者約 100 名英Ill聖書研究会と 師事t任
(5) 礼拝、出席約 15 名程度
1890 
5 機滞（30）段箪予備役
明治 23 7 観律、浜口楽普蛍へ 10 教育勅Z昔発布
光緒 16 9 混尾（31）上海に日清貿易研究所開綾｛学生 150 名） II 筋 1 図帝国級会II 恨獄、研究所代理所長就任 (6) 
1891 同志社神学師事業上国上海着集会所を 日本綿糸、中国進幽明治 24
光緒 17 (7) 武品開にうっす シベリ 7鉄道起工
1892 
明治 25 8・研究所稲『情側通商総覧』
光緒 18 (8) 
1893 
6 日前貿易研究所卒業式｛卒衆生 89 名）
l珂ih26 7 13消商品上海陳列所 横浜正金銀行上海支店開綾
光緒 19 12 棋士韓（33）満洲・悦察後備回．底部南側寺近くに隠権 (9) 
1894 
7線路（34) ＃謀本郎復聡L9 月盗上海密
明治 27 銃諜報活動、荒尾（35）京都若王子に！！！縫 臼情聴争のため上海在留邦人帰国、エ 7B清戦争はじまる
光緒 20 8 日清商品上海隙初l所開飢｛日清貿易研究所解散｝ パンス伝道中Jl: I 孫文句8）興中会結成10貌i章第 2軍参謀として中国上陸、後少佐 (10) 
1895 4 下関条約締結明治 28 10 侠i章（35）退役．京邸隠健 エ．パンス宅で伝道再開 10 磁文（29）広州挙兵光緒 21 (I)) 
1896 
近衛（33）貨銭院続長悦任
明治 29 7恨津（36）.京篠若王子1ニ穏健、荒尾（37）媒 孫文（30）ロンドンi帝国公使館
光緒 22 酌で悶志社女子技師藤鴎忠い（29）と結婦 に監禁される10 台北で濃尾没 (12) 
1897 
明治 30 4 犬養般（42）ら東亜会結成 2商窃印書館役立
光緒 23 (13) 
1898 6 悶文会結成 6戊成変法明治 31
光緒 24 II 東盛岡文会成立 (14) 9戊成の変
139 
2 日本、中学校令改正、高
1899 4 東亜例文会会長近衛（36）欧米視察出発 等女学校、実無学校令公布
明治 32 JO 近衛、 2日l坤ー・張之洞と会設 エパンス畑毘l司 f赴任にワット｛英人） 3 日本、文官任Ill令改正









1901 校、政治科・鵡務科（奉納入学・ 3 年制） 徳島県立態統中学（現繋減高校）第 ll田卒業明治 34 上海YMC A協力主事ハネックス、英語担 5東亜同文骨院第 l l明商務科入学 (17)光緒 27 当、学生有志に聖書研究指導、常時 25 名答加
7近衛白呂）北京視察
8聖書研究会、 2 クラス 45 名怠加、学外で活動




明治 36 8 銅 3 ）明生（以降 8 月入 7 日本 YMCA 同盟成立 東情鉄道完成
光緒 29 学）、近衛（40）対露関志会結成
9D.W. ヲイアン盟帯研究会、 30 ～ 40 名参加、学内
で活動 (lg) 
1 近衛没（41) CM.7イアーズ、長崎束山学院l目的4 から来任、聖書研究会引き継ぐ
明治 37 聖書研究会、 75 ～ 91 名参加 3東亜同文容院第 I J田商務科卒謀、営IJ税 上海居留邦人キリスト教信者、営口に 2 日露戦争はじまる
光緒 30 聖書研究会が営口日本YMC A慰問金品送付参加 ！国就鴇（20) 設置された日本YMC Aへ慰問金品送5 蛮約翰大学と野球試合 る
1905 シベリア鉄道完成
明治 38 6 卒業生に学士称号，翌約翰大学と野球試合 8東京で中国革命同盟会結成
光緒 31 (21) 9 ポーツマス条約締結科挙廃止
I叩6 4 イギリス陸軍大尉カートン見学 日本YMC A主事大塚
明治 39 5聖約翰大学と野球試合 索、同協力主事G ・ 7 イツ 上海西本願寺別院開設
光緒 32 日本YMC A同盟主事大塚紫購読 シャー上海中国YMC A訪問 日南満洲鉄道創立12 『支那経済全書j 刊行 (22) C.M. 7イアーズ集会 20 名参加
1907 第 l 回大旅行（外務省より 3年 3 万円徳助｝ 4.5 上i毎日本人YMC A成立（乍iili路明治 40 夏コレラ涜行 40 号） 5 恵問起義光緒 33 (23) 
1凶8 I 犬養（53）来校 上海日本人YMC A夜学生 130 名登
明治 41 9H. マイアーズ講師就任 5 アメリカ在住，住所 219JackscnSt. Los- 録、聖書研究会 3班、機関誌 1.000 部、 組枕線開通
光緒 34 10 明治天袋より御下賜金 Angeles (24) 会貝 40 名 台湾縦貫線開通II 鍋均百大（62）、 T青浦蜜吾伍8）来校
1909 上海日本人YMC A正会員 30、 i棋会 8韓国併合
明治 42 87イアーズ退輪、第 9l間生より宮城持観開始 貝 140、型投研究会 12班、月報 1.000 部、 IQ 伊藤博文暗殺（68)
宜統元 (25) 夜学生 110、公l南部前毎回満席 沼寧（上海南京）線開通
19!0 上海日本人YMC A、会報を f旭光』 8 草.Q;国併合明治 43 97 イアーズ講師就任 と改阻 10 大逆事件宜統2 (26) 
1911 2 日本関税自主権擁立
明治 44 4 東郷平八郎（63）、乃木希典（62）来校 アメリカ在住位7) 4 摘11~学賞t （後清華大学）開校
宣統 3 JO 辛亥革命
よf駐日本人YMCA r旭 l 南京に中華民i司成立1912 光j を f上海評論j と改組
明治 45 上j毎日本人YMC A会館、庭山花関 2袋1世凱（53）臨時大総統
大正元 22 号ミッション・ピルへ移転、 25 名 7明治天皇崩御（62）‘
民国 1 収容宿舎、食堂、浴室、正会員位、 大正天一屯（33) !!fl位繍足・弁提禁止令
(28) 準会員 Ill、夜学校 98
上海日本人YMC A、理！
司i IO、終身会員 7、維持会
員 119、普通会員 83、事務室 I
1913 7 高品開桂!'.r恩校舎焼失、長崎仮校舎 4 上海日本人YMC 7 第 2 ;y；命




1914 6 r華恕平絹j 10 内 tlJ'it造（29) YMC A集会参加 7 第一次世界大戦はじまる大正 3 9良工科設問 (30) E パナマ運河l開通
140 
東亜同文書院生とキリスト教
1915 8 上海日本人YMC A機関誌『上海背 1 対華 21 力条要求
大正 4 学生 YMCA 結成 年j 創刊 7税鮮総督府私立学校改正規則
(31) 公布、キリスト教教育制限
1916 南カリフォ Jレニ7大学（USC）東洋耕教授， アインシュタイン（37)
大正 5 住所 216w23rdSt. LosAngeles (32) 内山（31）上海日本人 YMCA 入会 一般相対性原理発表6表世凱没（57)
4 日本 YMCA 名誉主事7 ィ y シ守一、
4 徐家麗虹鶴路校舎竣工、日本 YMCA 名誉主事 京都 YMCA 総主事村上正次来訪 中国、新文化運動はじまる
1917 7 イッシャー‘京都 YMCA 総主事村上正次講演 s r司志社社長原田助、日本メソ 内山書店閉店（重量盛旦）
大正 6 5 日本メソジスト教会監督平岩世保講誠 ジスト教会監督平岩位保来訪 3 ロシア 2 月革命





大正 7 10 支那研究部設置（学内研究所）、学生自治会成 8 シベリ 7/ll兵、米騒動
iL (34) 
1919 第 II回国際労働総会（！LO）日本政府代表 l パリ携帯1会議
太正 8 補佐（η シントン） (35) 五回運動
1920 4 脇工科学生募集停止 I 国際連盟成立大正 9 9 中華学生部設舵 (36) 
4 第 21 j田生（以降4 月入学・ 4 年制）
1921 6 政治科廃止 8京亙同文書院教授就任（37) 7 中間共産党成立大正 IO 7 専門学校令適用、外務省所管 12 日英同盟廃棄
12 天津同文書院中学部（後中日学院～敗戦迄｝
1922 2 JI(亜同文会、財同法人化 4 l青華大学での世界基督教学 上海日本人YMC A前回主事、来組中 7 日本共産党成立大正 11 3 i斑口同文省院中学部（後江古車中学校） 生悶盟大会（WSCF）事ta のアインシュタイン（43）を案内 12 ソピエト社会主義共和国成民団 II 東京I司文書院開校 1 ~· 4 回！LO 総会参加｛ジュネープ） (38) 立
エ1レサレム訪問 5外務省に対支文化！Ji変南京で林出賢次郎（41）、東京で 務局（後文化事業部｝
1923 3棋i官（63）院長退任、大i世麟平（58）院長就任 東亜同文会会長牧野伸顕（62）、阿 9 関東大震災大正 12 日lj会長近衛文魁（32）と会経
10 外務省及協調会の依頼をうけ、第5回 II 長崎丸｛神戸長崎上海｝就
!LO 総会に参加（ジュネープ） (39) 航
内山帯店拡大｛文化
1924 東亜同文脅院維持会成立 1 ベネチ 7ifi\在（40) サロン的存在となる）大正 13 タゴー Jレ（63）来校 3 日本共産党解党決議
II 第 l 次関共合作
9代議士一吉郎治郎、中野lE剛（39）、大内締三（51) 夏大磯静養、学生と日光中禅寺 I El 本ラジオ放送はじまる
1925 講演、国際迎盟協力理事来襲応大学総長林披陸（53) 湖 ·ti'士山金山、回際連盟協会で講 3 孫文没（59)大正 14 誠i由 泊、箔島県平町（現いわき布）で講演 五・三O事件12 中華学生部長就任（41)
1926 7 蒋介石（39）北伐開始大正 15 5 近衛文隆（35）院長就任 ll満掛l研究旅行（42) 12 大正夫皇崩御（47）、昭和天昭和元 lO 近衛来校 皇（25）即位民国 15
3.26 上海臼本人 YMCA 浬事長とし
1927 2拠津一没（67) てーヒ海衡業学校第 12 期卒業式~加 四－一七クーデター昭和 2 12 却l過（36）特別講義 5 東亜[ii］文笹続就寝委員 魯進上海にうつる民国 16 ι24-7.20 ,fl蛮同文略院中悲学生部日本見学
旅行'JI率（43)
1928 l 学校パス虹口巡行 4 上海 FJ 本人 YMCA 上海商業学校が 4 第 2 次ゴt伐開始昭如 3 1 1 日中学生同居許可 l:.r耳目本人YMC A理引長（44) 外周目苦学校へと改組 6 ~t伐ll[北京入峨張作舞爆殺民国 17 12 股汝耕（43）講消 (53) 
1929 4 陳彬訴特別講義 内山脅店~t四川路底に移転昭和 4 6犬養（74）、頭山満（74）講i斑 10 世界恐慌はじまる民闘 18 (45) 
1930 
5 『山洲,1.1-U.lt先生伝j 4 上海日本人 YMCA 外国語学校英
昭和 5 9中華学生部新規学生募集停止 4 上海日本人YMC A理事長、同外国語学 !li上海語 143 名、新入会員 43 名11 学生ストライキ 校長（46) 5.23 上海日本人 YMCA 第 l I亘理事会民団 19 12 第 l 次学生験挙l]i件（反戦ピラ配布事件） 内山（45）講i前部長
3.16 東亜同文白院退職
1931 l 大内紛三（57）院長代理就任 10 太平洋側閉会議に新 9上海白熱科学研究所開設、柳昭和 6 4 魯迅（50）特別講義 渡戸稲造（69）らと参加 条湖事件民国 20 12 大内院長就任 II 上海日本人 YMCA 理事長・ I司会館教育
部講師英語主任（47)
1932 
3 停戦後、 Jニ海日本人 YMCA 会館、 l 第 l 次上海事変
2 第 l ：史上海事変を避けて長崎引き錫げ 上海事変日本耳l段戦隊慰問場設仮 3 i：揖洲隠建国笈宮昭和 7 4 上海復帰 上海日本人 YMCA 理事長（48) 上海日本人 YMCA 会館で魯込木版磁 4 上海新公悶テロ事件民国 21 展 五・一五事件、犬養殺総理暗殺
141 
1933 3 第2次学生検挙事件 6対支文化事業節長坪上貞二に型的翰大学
昭和 8 4芳沢陣吉外務大臣徳商 3 日本国際連銀脱退
民国2 11 上海日本人倶楽部で「大緩行J 学生織膨映画会 教授洪水星械助依頼（49)
2 上海日本人 YMCA
1934 上海日本人YMC A理事・学校長 で朝鮮人会親睦会昭和 9 3最後の中限入学生卒業 6上海日本人 YMCA 会館内に上海 3満州国帝政




昭和 10 II 嫡亜神社｛祭神近櫛篤麿・荒尾繍・俣常一） 在日スイス公使館顧問？ (51) 中国共産党抗日数
民国 24 国宜言（八一宣言｝12 大本教主不敬罪
1936 
昭和 11 ＝－二六事件
民国 25 (52) 
10 ，魯迅没（55)
江漢中学続、中日学院へ吸収
1盟主1 B徐家庭虹橋路校舎接収 6第 l 次近衛（46）内閣
昭和 12 9 学生志願従軍開始 7 日中嶋争はじまる
民国 26 10 長崎仮校舎 8.13 第二次上海事変
11 徐家庭虹橋路校舎漉失 (53) 
12 日本軍上海南京占領
1938 22 程標淘鵠師自殺昭和 13 4 上海復帰．徐家医梅倍路仮校舎（交道大学校舎｝ 上海日本人YMC A理事長舵椅末
1 近衛（47）声明｛国民政府を
民悶 Z7 (54) 
対手にせずj
1939 2近衛文陸（24）学生主事就任明細 14 3 ノモンハン事件
民国 28 4 大学昇絡 12 朝鮮創氏改名(55) 
1940 3 圧兆銘（57）南京政府
昭和 15 9 矢田七太郎（59）学長航任 3東亜同文会定例講演会出席















昭和 18 校舎）、北京工業専門学校関投 6盟約鎗大学教授（59) l ；英米司図民政府と租界廃止会釣
民閏 32 12学徒出陣 6 日本、迂政権に租界返還
1944 
昭和 19 2 本間喜一（53）学長続任 6上海日本人YMCA理事長肉山（59)
民国 33 ｛ω） 
1945 





1946 3 東亜同文会解散昭和 21 3Zl 帰庖
民国 35 4 学生・教職員帰国 5.6 没（62)
4 上海日本人 YMCA 活動終了
注・人名（数字）、数字は年齢。
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